
この広報紙には、皆さんの会費と
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さわって 読んで

点字サークル「あけぼの会」では、広報などをパソコ

ンを使い点訳をするほか、盲学校からの依頼により、

フエルトなどで作成した「さわる絵本」を作成してます。

（那加第一小学校の総合学習より）

中古ノートパソコンをご寄付ください！
点字サークルあけぼの会では、点字入力に使

用するノートパソコンを必要としています。
（ウィンドウズ XP 以上 32bit）

協力いただける方は、社会福祉協議会までご
連絡ください。

ささえて、ささえられて



社会福祉協議会 会員募集のお願い
ー 8月は社協会員募集月間ですー

社会福祉協議会　会員募集のお願い
　　　　　　　　　　－８月は社協会員募集月間です－

各
務
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
社
会
福

祉
法
に
よ
り
「
地
域
福
祉
の
推
進
役
」
と
位

置
づ
け
ら
れ
た
公
共
性
を
も
つ
民
間
の
社
会

福
祉
団
体
で
す
。
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
「
福
祉
の
ま
ち 

か
か
み

が
は
ら
」
を
実
現
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
の
参

加
を
い
た
だ
き
な
が
ら
地
域
福
祉
活
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
福
祉
活
動
の
財
源
は
、
皆
さ
ま

か
ら
ご
支
援
い
た
だ
く
会
費
や
寄
付
金
、
市

か
ら
の
補
助
金
や
共
同
募
金
配
分
金
等
が
財

源
と
な
り
ま
す
が
、
特
に
会
費
は
、
貴
重
な

自
主
財
源
で
あ
り
、
各
務
原
市
の
地
域
福
祉

の
向
上
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
に
ご
賛

同
い
た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
会
員

に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

支
部
社
協
の
活
動
に

市社協の活動に

支部交付金 ・支部社協の独自事業に
　（175 円：35％）

・事業の開催に応じて助成
　（260 円：52％）
高齢者を囲む会、福祉座談会、ボランタリーハウス、
支部だより、近隣ケアグループ研修会、横断旗の設置など

・市全体の福祉活動に（65円：13％）
知的障がいを理解する講座、市民福祉講座、
ボランティア養成講座、社協かかみがはらなど

メニュー事業
助成金

皆さんからいただいた
会費 500 円の使われ方（平成 24年度）

　個人の方には自治会を通して、法人・
事業所の方には民生委員児童委員さんか
らご依頼させていただきます。ぜひとも
ご協力をお願い申しあげます。

● 個人の方
特別会員 1,000 円以上

一般会員 500 円以上

● 法人・団体の方
賛助会員 5,000 円以上

ボランティア活動支援ボランタリーハウス 松本町パンダクラブ災害ボランティアセンター訓練

ボランタリーハウス 神置町百歳クラブ
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羽
場
集
会
場
で
は
、
毎
月
第
２
水
曜
日
に
ボ
ラ
ン

タ
リ
ー
ハ
ウ
ス
羽
場
や
す
ら
ぎ
サ
ロ
ン
（
代
表
：
薫

田
昭
美
さ
ん　
鵜
沼
第
一
連
合
支
部
）
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。 

こ
の
サ
ロ
ン
は
平
成
23
年
4
月
に
立
ち
上
が
っ
た

サ
ロ
ン
で
す
。
当
初
は
血
圧
測
定
を
行
う
な
ど
い
ろ

い
ろ
と
試
行
錯
誤
を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

参
加
者
の
方
か
ら
「
こ
の
羽
場
に
は
何
も
せ
ん
ほ
う

が
え
え
わ
ね
。」
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
、
肩
の
力
が

抜
け
、「
お
茶
と
お
菓
子
と
場
所
だ
け
準
備
し
よ
う
。

あ
と
は
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
話
を
し
て
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
」
と
考
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。 

こ
の
日
は
、一時
間
ほ
ど
談
笑
さ
れ
た
後
カ
ラ
オ
ケ

の
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
が
、「
あ
れ
？
ど
こ
へ
つ
な

ぐ
ん
や
？
」「
毎
回
や
っ
て
て
も
覚
わ
ら
ん
」
な
ど
、

準
備
す
る
姿
に
も

笑
い
声
が
上
が
り
、

楽
し
く
和
や
か
な

雰
囲
気
で
し
た
。

い
い
意
味
で
誰

か
が
目
立
つ
サ
ロ

ン
で
は
な
く
、
参

加
さ
れ
る
皆
さ
ん

自
身
が
サ
ロ
ン
を

運
営
し
て
い
る
よ

う
な
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
印
象
の
空
間
で
し
た
。
毎
月
第
２
水
曜
日
（
10

時
～
12
時
）
お
近
く
の
方
は
ぜ
ひ
、
の
ぞ
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。

緑
苑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
パ

ソ
コ
ン
の
操
作
を
互
い
に
学
ぶ
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

ハ
ウ
ス
「
緑
苑
G
r
e
e
n 

N
e
t
w
o
r
k
」

（
代
表
：
高
柳
吉
之
さ
ん 

緑
苑
連
合
支
部
）

に
お
い
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
以
下
「
ス

マ
ホ
」）
の
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
こ

な
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
参
加
者
の
中
で

も
、
最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
ス
マ
ホ
に

興
味
は
あ
る
も
の
の
、
よ
く
知
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
が
多
く
い
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
か
ら
で
す
。「
そ
れ
な
ら
、

プ
ロ
に
お
願
い
し
て
講
習
会
を
開
い
て

み
よ
う
！
」
と
す
ぐ
に
携
帯
電
話
会
社

に
掛
け
合
い
、
講
習
会
の
実
施
に
至
り

ま
し
た
。

参
加
者
は
初
め
て
触
れ
る
ス
マ
ホ
に
ド
キ
ド
キ
ワ

ク
ワ
ク
。

講
師
の
指
導
の
も
と
、
カ
メ
ラ
機
能
を
使
い
撮
影

を
し
た
り
、
ス
マ
ホ
の
便
利
さ
と
楽
し
さ
を
学
び
ま

し
た
。
歓
声
や
講
師
を
呼
ぶ
声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
疑
問
に
思
っ
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
意
義
の
あ
る
講
習
会
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
気
に
な
っ
た
こ
と
に
は
す
ぐ
に
取

り
組
む
、
機
動
力
の
あ
る
「
緑
苑
G
r
e
e
n 

N
e
t
w
o
r
k
」
で
し
た
。

「羽場やすらぎサロン」「緑苑Green Network」
ボ ラ ン タ リ ー ハ ウ ス 紹 介

ボランタリーハウスは歩いて行ける地域の公民館
などに集い仲間づくりの輪を広げる福祉活動です。

「
緑
苑
G
r
e
e
n   

N
e
t
w
o
r
k
」

「
羽
場
や
す
ら
ぎ
サ
ロ
ン
」
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住
民
が
主
役
と
な
り
展
開
し
て
い
く

支
部
社
協
活
動
の
推
進

「
座
談
会
で
地
域
の
つ
な
が
り
を
考
え
て

み
よ
う
事
業
」
を
全
て
の
支
部
社
協
で
開

催
し
ま
し
た
。

支
部
社
協
の
活
動
拠
点
を
、
補
助
金
を
活

用
し
て
市
内
２
ヶ
所
（
鵜
沼
第
二
連
合
支

部
・
緑
苑
連
合
支
部
）
に
整
備
し
ま
し
た
。

重
点
事
業
❶

声
か
け
と
見
守
り
活
動
を
中
心
に

し
た
近
隣
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
活
動
の

啓
発

支
部
社
協
を
主
体
に
近
隣
ケ
ア
グ
ル
ー

プ
研
修
会
を
行
い
、
見
守
り
体
制
の
仕

組
み
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

近
隣
ケ
ア
グ
ル
ー
プ	

２
９
３
グ
ル
ー
プ

活
動
員
数	

2
0
7
9
人

研
修
会
の
開
催　
15
支
部　
計
17
回

重
点
事
業
❷

地
域
の
身
近
な
よ
り
ど
こ
ろ
、
交

流
の
場
で
あ
る
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

ハ
ウ
ス
の
充
実

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
新
た

に
６
ヶ
所
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ハ
ウ
ス
が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。（
市
内
76
ヶ
所
）

子
育
て
中
の
親
子
を
対
象
と
し
た
親
子

サ
ロ
ン
に
対
し
て
の
活
動
助
成
や
、
障

が
い
者
の
サ
ロ
ン
の
立
ち
上
げ
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

重
点
事
業
❸

少
子
高
齢
化
や
非
正
規
雇
用
問
題
な
ど
社
会
環
境

の
変
化
に
伴
い
、
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
連
帯
感
の
希

薄
化
が
進
み
、
生
活
課
題
は
一
層
多
様
化
・
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
当
会
に
お
い
て

は
、
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
中
間
年
と
し
て
、「
さ
さ

え
て
さ
さ
え
ら
れ
て　
み
ん
な
が
主
役
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
地
域
住
民
や
支
部
社
協
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
幅
広
い
協

働
・
連
携
を
図
り
、
地
域
福
祉
活
動
の
拠
点
づ
く
り
や

仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

平成24年度社会福祉協議会事業報告平成24年度社会福祉協議会事業報告

サポートくん

那加一支部　座談会の様子

陵南支部　近隣ケアグループ研修会

ボランタリーハウス 町の駅（蘇原南部支部）
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生
き
が
い
や
楽
し
み
を
感
じ
な
が
ら
取
り
組
め

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
践

支
え
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー

塾
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
35
名
修
了
）

小
学
生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
を
得
て
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
立
ち
上
げ
模
擬
訓

練
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
知
的
障
が
い
を
理
解

を
す
る
講
座
」（
参
加

者
35
名
）
や
障
が
い
者
わ
く
わ
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
（
参
加
者
32
名
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

重
点
事
業
❹

地
域
資
源
を
活
用
し
た
質
の
高
い
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
提
供

在
宅
生
活
を
支
え
る
た
め

に
個
々
の
状
態
に
応
じ
た

適
切
な
介
護
保
険
や
障
が

い
者
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
し
た
。

（
居
宅
介
護
支
援
事
業
・

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
・
訪

問
入
浴
事
業
・
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
・
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
）

重
点
事
業
❺

平成24年度　資金収支決算報告書
支出の部収入の部

平成 24 年度の取り組み
が動画になりました。

掲載した重点事業のほかにも、さまざまな事
業を行っています。紙面に載せきれないこと
もあり、ウェブサイトで事業報告・決算を掲
載しています。
また、24 年度の取り組みを動画でも紹介し
ておりますのでぜひご覧ください。
アドレス
http://www.kakamigahara-shakyo.jp/

会員募集実績
　・一般・特別会員　36,727 世帯　18,622,100 円
　・賛助・団体会員　　  821 団体　　3,453,500 円
ファミリーサポートセンター事業
　・コーディネート実績　553 件
　（利用会員 225 名、サポート会員 60 名、利用会員兼サポート会員 10 名）
ボランティア登録
　・団体登録　89 団体　2,483 名　
　・個人登録　83 名（うち 24 年度新規登録 20 名）
　・ボランティア情報配信登録　33 名
　・災害ボランティア登録　　 118 名　　
福祉有償運送事業
　・利用件数　1,281 件　　　走行距離　6,335km
　・利用料収入　　717,610 円
日常生活自立支援事業
　・契約件数 23 件（内、24 年度新規契約件数 12 件）
生活福祉資金貸付事業
　・平成 24 年度新規貸付件数　68 件
　・貸付に関する相談　　延べ 608 件
高額療養費貸付事業
　・貸付件数　301 件
　・貸付者数　  82 人　　　　

会費収入 22,075,600円

寄附金収入 4,993,719円

経常経費補助金収入 
37,494,000円

助成金収入
11,767,000円

受託金収入
43,389,648円

事業収入 2,569,896円

貸付事業等収入
28,600,772円

共同募金配分金収入
12,815,046円

344293345

合 計
349,680,466円

介護保険・
障がい事業収入
167,571,096円

その他の収入
3,796,353円

退職金積立取崩し等収入
14,607,336円

法人運営事業 79,289,078円

地域福祉活動事業
27,887,455円

ボランティアセンター活動事業
1,995,729円
福祉移送事業 1,780,430円

共同募金配分事業
13,265,462円

日常生活自立支援事業
4,351,482円

高額療養費など貸付事業 29,646,984円
川島園デイサービス事業

4,193,000円
地域包括支援センター事業

30,572,140円

介護保険事業
156,698,706円

合 計
349,680,466円

その他事業

ボランティア Team911 各務原による応急手当講習
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くらし相談室  さぽーと

☎ 058-383-7610▲

E メール
shakyo@chive.ocn.ne.jp

より

くらし相談室くらし相談室

さぽーとさぽーと
家族形態の変化や地域の連帯感の希薄化により身
近に気軽に相談できる相手を求めにくくなってい
ます。「くらし相談室さぽーと」では、市民の皆さ
んが安心して生きがいのある生活を送ることがで
きるように、福祉に関するあらゆる相談に応じ、各
関係機関の紹介など問題解決のお手伝いをします。

権け
ん

利り

擁よ
う

護ご

に
つ
い
て

「
権
利
擁
護
」
と
い
う
と
、
そ
の
文

字
の
雰
囲
気
か
ら
し
て
わ
か
り
に
く

く
、
馴
染
み
が
薄
い
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
本
当
は
私
た
ち

の
暮
ら
し
に
大
き
く
関
係
し
て
い
ま

す
。振

込
め
詐
欺
や
訪
問
販
売
、
こ
と

ば
巧
み
な
悪
徳
商
法
な
ど
は
減
少
す

る
ど
こ
ろ
か
増
え
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
被
害
で
泣
き
寝
入
り
を
し
な

い
よ
う
に
自
分
自
身
や
人
々
を
守
る

こ
と
が
最
も
代
表
的
な「
権
利
擁
護
」

で
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
や
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
サ
ー
ビ
ス

拒
否
を
さ
れ
る
方
、
ご
み
屋
敷
状
態

で
あ
る
の
に
ヘ
ル
パ
ー
や
近
隣
の
関

わ
り
を
拒
む
方
な
ど
、
身
近
に
お
ら

れ
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

こ
の
よ
う

な
場
合
は
、
認
知
症
や
さ
ま
ざ
ま
な

原
因
で
ご
自
身
が
置
か
れ
て
い
る
状

況
が
適
切
に
判
断
で
き
ず
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
い
う
権
利

行
使
が
不
十
分
な
状
態
に
あ
る
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

も
の
忘
れ
が
進
ん
で
預
金
通
帳
の
管

理
や
支
払
い
が
う
ま
く
で
き
な
い
、

今
は
元
気
で
一
人
暮
ら
し
が
で
き
て

い
る
が
、
将
来
判
断
能
力
が
低
下
し

た
時
の
生
活
が
ど
う
な
る
の
か
と
不

安
を
抱
い
て
い
る
方
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ「
権
利
擁
護
」
が
必
要
な
状
態
と

い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
不
安
や
気
が
か
り
が

あ
る
場
合
、
大
事
に
至
ら
な
い
前
に

「
く
ら
し
相
談
室
さ
ぽ
ー
と
」
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
判
断
能
力
に
大
き

な
支
障
は
な
い
が
日
常
的
な
金
銭
管

理
や
サ
ー
ビ
ス
契
約
な
ど
が
不
安
や

困
難
で
あ
る
方
を
支
援
す
る『
日
常

生
活
自
立
支
援
事
業
』、
判
断
能
力

低
下
に
よ
り
財
産
管
理
や
契
約
行
為

を
行
う
代
理
人
を
必
要
と
す
る『
成

年
後
見
制
度
』、
そ
の
他
資
源
活
用

を
含
め
検
討
し
、
相
談
者
が
自
身
の

利
益
を
守
り
自
分
ら
し
く
生
活
し
て

い
け
る
よ
う
、
支
援
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
多
様
な

専
門
職
や
行
政
、
司
法
な
ど
の
関

係
者
や
機
関
と
も
連
携
し
て
い
き

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
秘
密
厳
守
で

す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

第２回市民福祉講座

くらしを守る権利擁護セミナー
社会福祉協議会では認知症になっても心身に障がいをもっても、自分

らしい生活が続けられるよう支援しています。本人に代わって必要な
介護サービスを契約したり、権利を守る仕組みの一つである「成年後見
制度」について、わかりやすい寸劇と講演によるセミ
ナーを開催します。

日　時　10月5日（土）
　　　　午後1時30分～午後3時30分
第一部　寸劇『いつまでもここで暮らしたい』
　　　　　　　　在宅生活の味方―成年後見制度
　　　　出演　東海学院大学 劇団サークルなごみ「和」
第二部　講演『 よくわかる成年後見制度 ～なぜ必要なの？本人をどうやって守

るの？実家の床下に不必要な耐震工事を発見した息子は…～』
　　　　講師　渡辺哲雄氏（日本福祉大学専門学校専任講師）
会　場　各務原市文化ホール（蘇原中央町）
その他　入場は無料です。
問合せ　社会福祉協議会総務課　☎058－383－7610
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４月25日　岐阜長良川球場で行われたプロ野
球公式戦「ジャイアンツ対ベイスターズ」。多く
のファンで埋まった外野席には、夢を実現でき
た住田さん（73）の笑顔がありました。

３月下旬。お知り合いからいただいたプロ野球
の公式戦チケットを手にし、『大好きなプロ野球を
見に行きたい！』と強く感じた住田さん。しかし、
近くで開催されるものの長良川球場まで行ったこ
とがないし、あいにく連れ添う仲間もいない。そ
して、一番の心配は、長時間の移動や外出に耐え
られるかどうか。不安ばかりで諦めかけましたが、
日に日に最後のチャンスかも！との思いが強まり、
担当のケアマネジャーに相談し、ボランティアセ
ンターへボランティア派遣の依頼がありました。

そんな思いに応えて
くれたのは、ボランティ
アの北山知明さんと廣
井一郎さん。

特に北山さんは、本業
は介護職ではないので
すが、ヘルパー資格があ

り、その視点から駅の階段数から電車とホームの
隙間幅、お弁当情報に至るまで、ヘルパーの視点
で事前に調べていただけました。満員となったバ
スで歩行器を使用しながらの移動は、付き添いが
なければできなかったこと。スタジアムでも、周
囲の巨人ファンにも協力を求め、住田さんの身体
への負担を減らした野球観戦を楽しんでいただく
ことができました。

住田さんは、スタ
ジアムで迫力のあ
る応援の中、焼肉
弁当を味わい、好
きなカメラで野球
選手の写真を撮っ
たり。テレビ観戦

では味わえない臨場感を楽しまれました。
長い時間を歩いたのが3年ぶりとのことで、翌

日はお昼まで起きれなかったようですが、諦めか
けた夢を実現することができ、ボランティアのお
二人にはとても感謝しておられました。

夢や希望という
と少し大げさかも
しれませんが、生
きていく上では、
何か目標や楽しみ
がないと生活にハ
リが出てこない
と 思 い ま す。 困
難なことがあっ
てもやりたいことに向かって努力することや、共
感してくれる人の協力を得て、目標を達成し、充
実感を味わってほしい。

ボランティアセンターでは、こうした制度では
対応できないニーズに対してボランティア調整を
しています。また、協力してくださるボランティ
アさんも求めています。

お気軽にご連絡ください。お待ちしております。

社協ボランティアセンター　☎058-383-7610

外で食べるお弁当はひと味違います。

声かけする廣井さん。

いい写真が撮れました？
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�　
　
　

��

は
じ
め
て
の
手
話
講
座

　

耳
の
不
自
由
な
方
に
と
っ
て
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段

の
一
つ
で
あ
る
手
話
を
学
び
ま
す
。

日
程　

 

8
月
23
日
～
12
月
20
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
（
全
18
回
）

　
　
　

19
時
～
21
時

場
所　

 

総
合
福
祉
会
館
3
階　

集
会
室（
那
加
桜
町
2
-1
6
3
）

定
員　
40
名　
テ
キ
ス
ト
代 

１
２
０
０
円

申
込　
総
務
課　

☎
０
５
８
-３
８
３
-７
６
１
０

　
　

正
職
員
募
集

　
各
務
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、次
の
通
り
正
職
員
を
募
集
い

た
し
ま
す
。
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

採
用
期
日　
平
成
25
年
10
月
１
日

 

受
験
要
件　

 
昭
和
53
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
、
現
に
社
会
福

祉
士
の
資
格
を
有
す
る
者

募
集
人
員　
１
名

１
次
試
験
日　
8
月
4
日（
日
）

�

備　
　
　
考　

 

申
込
期
限　
7
月
31
日（
必
着
）。
申
込
書
は
社
協

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
又
は
社
協
事
務
局
ま
で

問　
合　
せ　
総
務
課　
☎
０
５
８
-３
８
３
-７
６
１
０

N
o.15

3  社
協

 か
か
み
が
は
ら

　
発

行
／

各
務

原
市

社
会

福
祉

協
議

会
　

〒
5

0
4

-0
912 各

務
原

市
那

加
桜

町
2-16

3　
総

合
福

祉
会

館
2

階
　

T
EL.0

5
8

-3
8

3
-7610  FA

X
.0

5
8

-3
82-3

23
3  E-m

ail shakyo@
chive.ocn.ne.jp

善意のご寄付をいただき
誠にありがとうございました
敬称略　順不同　平成25年4月1日～5月31日

【 金　銭 】
かかみがはらキルト展運営委員会 20,000円
波多野　耕三 9,000円
匿名 3,275円
鵜沼地区歌謡教室　　　　　　　　　　　
チャリティ合同発表会実行委員会 70,725円

　

先
日
、
子
ど
も
の
理
科
の
観
察

で
、
あ
お
む
し
を
飼
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
畑
の
お
じ
さ
ん
に
い

た
だ
い
た
の
で
す
が
、
お
じ
さ
ん

の
キ
ャ
ベ
ツ
は
よ
く
食
べ
、
あ
っ

と
い
う
間
に
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
ス
ー
パ
ー
の
キ
ャ
ベ
ツ

を
い
れ
た
ら
、
全
く
食
べ
て
く
れ

ま
せ
ん
。
子
ど
も
も
と
て
も
不
思

議
そ
う
に
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
さ
な
ぎ
に
な
り
、
モ
ン

シ
ロ
チ
ョ
ウ
に
な
っ
て
飛
び
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。

食
べ
物
の
安
全
が
言
わ
れ
る
時

代
で
す
が
、
あ
お
む
し
の
好
む

キ
ャ
ベ
ツ
が
あ
る
よ
う
に
、
安
全

な
食
べ
物
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
出
来
事
で
し
た
。

　
菅
原　
い
ず
み

ひ

と

り

ご

と

福祉フェスティバル2013
9月８日開催！

日時　9月8日（日）9時～ 15時
場所　 各務原市民会館
　　　（蘇原中央町）
　楽しく、おいしく、学べる！福
祉フェスティバルにお誘い合わせ
のうえ、お出かけください。
　詳細は9月１日の全戸配布チラ
シでご確認ください。

岐阜県ボランティア
フェスティバル＇13�開催します
　ボランティア・市民活動の意義を考え、
新たなつながりを創造するきっかけとす
ることを目的に開催します。

日時　9月28日（土）12時30分～ 16時
場所　各務原市民会館（蘇原中央町）
内容　ボランティア・福祉活動実践活動発表
記念講演　桂福点さん（落語家）
主催　岐阜県社会福祉協議会　
その他　 入場は無料ですが、事前申込が必要です。
申込　総務課　☎058-383-7610

　
　

�

知
的
障
が
い
児

�

「
夏
休
み
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
募
集

日　
　
時　

 

8
月
2
日
（
金
）
9
時
～
8
月
3
日

（
土
）12
時
頃
ま
で

場　
　
所　
少
年
自
然
の
家（
鵜
沼
小
伊
木
町
）

内　
　
容　

 

知
的
障
が
い
児（
主
に
小
中
学
生
）

の
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
、
ゲ
ー
ム
や

食
事
づ
く
り
な
ど
を
一
緒
に
楽
し
み

ま
す
。

参
加
費　
無
料

募
集
人
員　

 

10
名（
条
件
：
高
校
生
以
上
。
宿
泊
で

き
る
方
が
優
先
で
す
が
、
１
日
で
も

可〈
要
相
談
〉）

申　
　
込　
各
務
原
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

連
絡
先　
大
谷 

☎
0
5
8
-3
8
4
-8
3
1
3

　
　
　
　
　
三
島 

☎
0
5
8
-3
2
2
-9
5
5
0

　
　
要
約
筆
記
講
座　

　
　
受
講
生
募
集
！

　
聞
こ
え
に
障
が
い
が
あ
る
方（
中
途

失
聴
者
）
に
、
講
演
や
研
修
会
の
場
で

O
H
P
や
ノ
ー
ト
に
話
す
内
容
を
書
き

写
し
て
伝
え
る
も
の
が
要
約
筆
記
で

す
。
夜
間
と
土
曜
日
開
催
で
す
の
で
、

仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
や
学
生
の
参
加

も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

募集！
募集！

募集！

募集！

日　程
コース 1回目・２回目 ３回目

① 10/24（木）・11/7（木）
19 時～ 21 時 ※①、②コースともに

11/6（土）
9 時 30 分～ 11 時 30 分② 10/26（土）・11/9（土）

9 時 30 分～ 11 時 30 分

場　所　総合福祉会館３階　研修室（那加桜町2-163）
内　容　難聴のしくみ・要約筆記とは・体験
定　員　各20名（１回のみの参加も可）
申　込　総務課　☎058-383-7610　FAX 058-382-3233
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